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スペイシャル・オーディオ技術

モバイル端末でシアター･レベルのオーディオ･サウンドを実現
モバイル端末は、魅力的な画像や映像を提供しています。しかし、オーディオ･システムのスペース上
の制約によってサウンドの明瞭度と深みが不足し、製品全体の魅力を低下させる結果になっていま
す。これまでのオーディオ･アプリケーションでは、複数のスピーカが近接して配置されているために
音場が狭く、サウンドが複数のスピーカからではなく、まるで1個のスピーカから流れているように聞
こえていました。さらに、システム設計の際に複雑なアルゴリズムとDSPのプログラミングが必要とさ
れていました。

スペイシャル･オーディオはモバイル端末で臨場感あふれるサウンドを実現
音場の小さくなりがちなスマートフォン、タブレット端末、ノートPC、サウンド･バーなどで、テキサス･
インスツルメンツのスペイシャル･オーディオ製品を使うと、より広がりを持ち、よりエキサイティング
なオーディオ体験を提供することが可能になります。TIは高精度サウンド･ビームフォーミングやクロ
ストーク･キャンセレーションなどの各種スペイシャル･サウンド･エンハンスメント技術を採用したマ
ルチスピーカ･アプリケーション向けスペイシャル･オーディオ･ソリューションを提供します。

包括的な開発/評価システム
TIの簡単なオーディオ効果プログラミング機能により、アルゴリズム･チューニングが不要になり、設
計チームにDSPのエキスパートを配置する必要もなくなります。設計にあたって必要なのは、開発中
の製品のユニークなパラメータの入力だけです。プログラムが容易なスペイシャル･プロセッシング･
エンジンが、スペイシャル係数を出力します。出力された係数を評価ボードのGUI環境にダウンロード
し、即座にテストすることが可能です。サウンド･エンハンスメント･ソリューションは個々のアプリケー
ション向けにカスタム化が可能で、将来、新たなシステムを開発する際の設計プロセスも極めて簡単
で、最初のステップを繰り返すだけで設計を更新できます。
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スペイシャル･オーディオ技術の各種機能

ビームフォーミング、クロストーク･キャンセレーション、HRTF（頭部伝達関数）
TIのスペイシャル･オーディオ技術は、ビームフォーミング、クロストーク･キャンセレーション、HRTF（頭
部伝達関数）アルゴリズムの3つの機能を組み合わせて採用しており、スペースに制約のあるシステム
の物理的な限界を克服し、真に臨場感にあふれたオーディオ･サウンドの体験を可能にします。

ビームフォーミング機能は、より豊かなサウンドを提供するために各スピーカーからリスナーの位置で
振幅が最大になるように干渉波を出し、サウンド･エンハンスメント領域を生成します。

ビームフォーミングとは対照的に、クロストーク･キャンセレーションは相殺的音波干渉を利用し、不要
な信号を消去します。「アンチ･ウェーブ」、すなわち消去波は、右の耳に送られ、左チャネルの不要なオー
ディオ信号を消去します。さらに、左の耳に消去波が到達した時には、右チャネルの不要なオーディオ信
号の消去が行われます。その結果、左右のチャネルにはっきりと識別可能なサウンド･エンハンスメント･
エリアが生成され、3次元空間内での音源の位置特定が可能になります。

HRTFによる音波プロセッシングは、さまざまな方向からサウンドが到達しているとの感覚を創出しま
す。こうした心理音響的な効果に基づき、音源とそれぞれの耳との距離の相違から、音波が異なるタイ
ミングで、しかも異なる強度でそれぞれの耳に到達していると認識され、音源の空間内での位置特定
が可能になります。それぞれの耳への時間的な差異に関する認識を創出することにより、HRTFはそれ
ぞれのサウンドの位置を現実の3次元空間の中で特定させる働きをします。
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スペイシャル･オーディオ開発システム

複雑なアルゴリズム･プログラミングをシンプルに
TIのウェブベースのスペイシャル･オーディオ･ソフトウェア･ツールは、ユニークなスペイシャル･オーディ
オ係数を少ないステップで迅速に生成する、使いやすいスピーカ･アレイ係数ジェネレータを備えてい
ます。評価ボードにはデバイスの構成、スペイシャル係数のダウンロード、グラフィック･イコライザの提
供を可能にするコントロール･グラフィカル･ユーザー･インターフェイス（GUI）が用意されています。

スペイシャル･オーディオ開発システムは、開発の簡素化と開発時間の短縮を可能にします。

オンラインでスピーカ･アレイ
係数を生成

1

設計システムまたは評価ボードに
係数をダウンロード

2

GUIが自動的に設定の決定とデバイスの構成を実行3
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スペイシャル･オーディオ製品

スペイシャル･オーディオ製品ファミリは、クレジットカード･サイズから壁面全体の大きさまで、さま
ざまなサイズのデバイスへの対応が可能です。スペイシャル･オーディオ技術の開発目標の1つは、タ
ブレット端末からサウンド･バーに至るまで、あらゆるサイズのデバイスへの迅速な採用を可能にする
ことでした。

LM48901は4つのスピーカ･チャネルを直接、サポートするほか、オプションとして2つのスピーカ･チャ
ネルを個々にサポートするとともに、2つの並列スピーカ･チャネルもサポートしており、2.1チャネル･ 
オーディオ･ソリューションを実現します。L M 4 8 9 0 3はステレオ構成をサポートします。さら
に、LM48901デバイスはデイジーチェーン接続により4つのスピーカ･チャネル･グループを個々にサ 
ポートすることができ、マルチスピーカ･システムの簡単なサポートが可能です。

HiFiシステムのための包括的なオーディオ･ソリューション
スペイシャル･アレイICは、スペースに制約のあるシステムのための包括的なオーディオ･ソリューション
を提供します：

･ スペイシャル･プロセッシングDSP

･ 集積型Class-Dアンプ

･ アナログ/デジタル入力

･ フレキシブルなマルチチャネル機能

･ 簡単なオーディオ効果プログラミング
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LM48901とLM48903の仕様

･ 87dBAのSNR

･ 22mA静止電源電流

･ 5V PVDD、8Ω RL、THD+N 1%

･ チャネルあたり2Wの出力電力

･ 0.06%のTHD+N

･ チャネルあたり89パーセントの効率

･ 217Hz時に71dBのPSRR  

･ 1μAのシャットダウン電流

主な特長

･ スペイシャル･サウンド･プロセッシング

･ I2Sデジタル入力

･ 差動入力ステレオADC

･ 先進的エッジレート制御によりEMIを低減

･ クリック/ポップ抑制回路

･ マイクロパワー･シャットダウン

･ 省スペース･パッケージ･オプション



デザイン･リソースおよびリファレンス

強力で、使いやすいプログラミング･ツールに加え、TIではスペイシャル･オーディオ技術の
ために各種のオンライン･リソースと参考資料を用意しています。

E2E Audio Forum
www.ti.com/e2eaudio

包括的な評価システム
ハードウェア、ソフトウェア、サンプル・ボード構成など
www.tij.co.jp/spatialaudio

デモ･ビデオとチュートリアル
www.tij.co.jp/spatialaudio

LM48901とLM48903 プロダクト･フォルダ内の製品サンプル、データシートなど
www.tij.co.jp/product/jp/LM48901
www.tij.co.jp/product/jp/LM48903

スペイシャル･オーディオ技術のデモ･ビデオの視聴、データシートのダウンロード、
サンプルの発注は：
www.tij.co.jp/spatialaudio

TIのオーディオ･ソリューションの全製品ラインナップ:
www.tij.co.jp/spatialaudio
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プラットフォーム･バーはテキサス･インスツルメンツの商標です。
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